	研修テキスト（管理者用）	
感染症・食中毒予防①
対象：全職員　所要時間：約14分

1. 研修の目的
▍ 研修目標
1. 感染症が「どのように広がるか」経路を理解する
1. 現場で注意すべき感染症・食中毒の特徴と予防法を把握する
1. 手洗い・PPE・体調管理・環境消毒の4つの予防策を実践できるようにする
1. 6つのNG事例から不適切な行動を知り、正しい対応を学ぶ
1. 自分の現場を振り返り、今日から実践できることを考える

▍ 感染の成立条件
感染は「病原体・感染経路・受け手」この3つが揃うことで成立します。どれかを断つことが予防の基本です。研修を通じて、基本対策と注意すべき感染症を学んでいきましょう。

2. 感染症の経路と種類	
▍ 感染経路の種類
感染症を防ぐには、まず「どう広がるか」を知ることが大切です。
感染経路は主に4つあります。

	感染経路
	仕組み
	主な対策

	飛沫感染
	咳・くしゃみの飛沫を吸い込む
	マスク着用・換気

	接触感染
	汚染された手で口・鼻・目を触る
	手洗い（最重要）

	経口感染
	汚染された食品・水を口にする
	適切な加熱・保存・手洗い

	空気感染
（飛沫核感染）
	乾燥した飛沫の核が空気中を漂い、離れた場所の人にも感染
	換気・早期発見



⚠ 介護現場で最も多いのは「接触感染」。手洗いの徹底が、すべての感染経路に対して有効な基本対策です。


▍ 通年注意が必要な感染症・食中毒
現場で特に注意が必要な感染症を確認していきましょう。

	感染症名
	感染経路
	主な症状
	主な予防策

	ノロウイルス
	· 経口感染
· 接触感染
· 飛沫感染
	· 嘔吐
· 下痢
· 腹痛
	· 次亜塩素酸ナトリウムでの消毒
· 石けん手洗い30秒以上

	インフルエンザ
	· 飛沫感染
· 接触感染
	· 急な高熱
· 関節痛
· 倦怠感
	· マスク着用
· 換気
· 手洗い
· ワクチン接種（重症化予防）
※感染を完全に防ぐものではない

	疥癬
（かいせん）
	· 接触感染
※衣類、寝具を介する場合あり
	· 強いかゆみ
· 皮疹（ひしん）
	· ケア後の手洗い徹底
· 寝具衣類の共有禁止

	MRSA
	· 接触感染
	· 創部感染
· 肺炎
· 敗血症
	· 手洗い
· 手袋の適切な使用
· 環境消毒

	結核
	· 飛沫核感染
	· 長引く咳
· 発熱
· 体重減少
	· マスク着用
· 換気
· 早期発見と報告

	感染性胃腸炎
※ロタウイルス等
	· 経口感染
· 接触感染
	· 下痢
· 嘔吐
· 腹痛
	· 手洗い
· 嘔吐物の適切な処理
· 次亜塩素酸ナトリウムでの消毒



⚠ 感染症によって有効な消毒方法・予防策が異なります。特にノロウイルスはアルコール消毒が効きにくい点に注意し、症状の変化は必ず早期に報告・共有しましょう。
⚠表中の感染症のうち、疥癬・MRSA・結核は一人の利用者に確認されると、周囲への集団感染に発展するリスクがあります。「自分の現場には関係ない」と思わず、日々のケアから標準予防策を徹底することが重要です。





3. 介護現場での具体的な予防策
▍ 【予防策1】正しい手洗い（WHO推奨・5つのタイミング）
手は最も重要な感染経路のひとつです。病原体を広げないために、次の5つのタイミングで手洗いを行います。②と⑤は見落としやすく、無意識のうちに汚染を広げやすいポイントです。
	
	タイミング
	目的

	1 
	利用者に触れる前
	自分の手の菌を利用者に付けない

	2 
	清潔なものに触れる前
	口腔ケア用品などを汚染させない

	3 
	体液に触れた（可能性のある）後
	自分を守り、他の場所に病原体を広げない

	4 
	利用者に触れた後
	利用者の菌を他の利用者や自分へ運ばない

	5 
	利用者周辺のものに触れた後
	手すりや車椅子の菌を他の部屋へ持ち出さない


▶ 手洗いの実施方法
1. 石けんで15〜30秒しっかりもみ洗い（指先・爪・親指・手首まで）
1. すすぎを含めて合計40〜60秒かける
1. ペーパータオルで拭き、蛇口もペーパータオルで閉める
1. 手荒れ予防と保湿ケア（手荒れ＝病原体の隠れ場所に）
1. 爪は短く保ち、アクセサリーは外す
▍ 【予防策2】適切な防護具（PPE）の着用
1. 嘔吐物・排泄物の処理時は手袋・マスク・エプロンを着用
1. 利用者ごと・ケアごとに交換（交差感染防止）
1. 「ゆっくり・体から離して」外し、ウイルスを飛散させない
1. 外側（汚染面）が内側になるように丸めて廃棄する
1. 手袋を外した後も必ず手洗い
▍ 【予防策3】体調管理と早期報告
1. 発熱・体調不良時は施設の基準に従い出勤を控える
1. 利用者の「いつもと違う」は重要なサイン → 必ず報告・共有する
1. マスクは施設の方針に従い着用（外すときは紐部分のみ触れる）
▍ 【予防策4】環境の清潔・消毒
1. 消毒は拭き取りが基本。空間への噴霧は推奨されない
（ウイルスが舞い上がるリスクあり）
1. 布や紙に含ませ、一方向に拭く（折り返さない）
1. 高頻度接触部位は定期的に消毒（ドアノブ・手すりなど）
1. 「清潔なものは高い位置、汚染されたものは低い位置」を意識する
1. 荷物の床への直置きは避ける（床の汚染が他の場所へ広がるリスク）
1. 嘔吐物などの汚染時 → 次亜塩素酸ナトリウム0.1%程度で消毒
1. 通常消毒 → 用途に応じて濃度を調整
1. 食中毒予防：加熱食品は中心温度75℃で1分以上加熱
（ノロウイルス対策は85～90℃で90秒以上）

標準予防策とは、「すべての血液・体液・分泌物・排泄物には感染性があるかもしれない」と考えて対応することです。感染症の診断がついていない利用者に対しても、手洗い・防護具の着用・体調管理・環境消毒の4つを組み合わせ、毎日の習慣として続けることが、利用者と自分自身を守る最大の防御になります。

4. 事例で学ぶ・NGな行動（6事例）

	
	NG事例
	なぜNGか・正しい対応

	事例
1
	忙しかったので、利用者の介助前に手洗いを省略した。
	手洗いはどんなに忙しくても省略不可。介助前後の5つのタイミングで必ず実施。

	事例
2
	少し熱っぽかったが、人手不足なので出勤した。
	発熱・体調不良での出勤は集団感染の引き金。職場の基準値を超えた場合は出勤せず上司に連絡。

	事例
3
	嘔吐物を処理する際、手袋だけしてマスクをつけなかった。
	嘔吐物にはノロウイルス等が含まれる可能性あり。処理時は手袋・マスク・エプロンをセットで着用。

	事例
4
	調理前に手を洗ったが、生肉を触った後に洗わず野菜を切った。
	生肉・生魚には食中毒菌が含まれる可能性あり。食材を変えるたびに手洗いと器具の洗浄・消毒を実施。

	事例
5
	利用者が下痢・嘔吐をしていたが、感染症とは思わず普通に対応した。
	下痢・嘔吐は感染症のサインである可能性あり。速やかに上司に報告し、感染対策を強化。

	事例6
	使用済みの手袋を外した後、手洗いをせずに次の作業をした。
	手袋を外した後も手には菌が付着している可能性あり。外した後も必ず手洗い・消毒を実施。




5. 自分の現場を振り返ろう（個人ワーク）

以下の問いについて、自分の現場を思い浮かべながら記入してください。（約3分）
	Q1. 自分の業務の中で、感染リスクが高いと感じる場面はどこですか？

	






	Q2. 今日学んだNG事例の中で、自分の現場でも起こりそうだと感じたものはありましたか？

	






	Q3. 感染予防のために、今日から自分が徹底できることを1つ書いてください。

	








💬 「これは大丈夫かな？」と感じる場面があれば、それが改善のきっかけです。気になった点はぜひ上司や同僚に相談してみましょう。





感染症・食中毒予防①：確認テスト（理解度チェック）

研修内容を振り返り、以下の問いに〇×で答えてください。
	No.
	設問
	答え
	正解

	1
	感染は「病原体・感染経路・受け手」の3つが揃うことで成立し、どれかを断つことが予防の基本である
	
	〇

	2
	感染経路は飛沫感染・接触感染・経口感染の3種類のみである
	
	×

	3
	手洗いは利用者に触れる前後の2つのタイミングで行えばよい
	
	×

	4
	嘔吐物の処理には、手袋・マスク・エプロンをセットで着用する必要がある
	
	〇

	5
	ノロウイルスはアルコール消毒が最も有効な消毒方法である
	
	×

	6
	発熱・体調不良があっても、人手不足の場合は出勤してよい
	
	×

	7
	消毒は空間への噴霧ではなく、拭き取りが基本である
	
	〇

	8
	食中毒予防として、加熱食品は中心温度75℃で1分以上加熱する
	
	〇

	9
	利用者の「いつもと違う」変化は、小さくても必ず報告・共有する必要がある
	
	〇

	10
	手袋を外した後は、手洗いをしなくてよい
	
	×



	所属・職種
	氏名
	実施日
	確認サイン

	
	
	
	









6. まとめ
「手洗い！防護具着用！体調管理・報告！環境消毒！」
1. 感染は「病原体・感染経路・受け手」の3つが揃うことで成立する
1. 手洗いは5つのタイミングで、石けんでしっかり洗う
1. PPEは適切に使用・交換し、手袋を外した後も手洗いを実施
1. 体調不良時は無理せず報告し、利用者の異変も早期報告する
1. 消毒は拭き取りが基本。空間への噴霧は行わない
1. ノロウイルスには次亜塩素酸ナトリウムによる消毒が有効

感染症・食中毒は、日々の行動で防ぐことができます。利用者の健康と命を守るため、基本を徹底しましょう。






















▍ 研修実施記録票

	研修名
	感染症・食中毒予防①

	実施日時
	　　　年　　月　　日　（　）　　：　　～　　：　　
	実施時間　約　　　分

	実施場所
	

	実施形式
	動画視聴＋テキスト記入

	実施者（管理者）
	

	研修内容概要
	感染経路の種類と予防策（手洗い・PPE・体調管理・環境消毒）、
NG事例6つの振り返り、個人ワーク、理解度確認テスト

	受講人数
	　　　名



■ 受講者一覧
	No.
	所属・職種
	氏名
	実施日
	確認サイン

	1
	
	
	
	

	2
	
	
	
	

	3
	
	
	
	

	4
	
	
	
	

	5
	
	
	
	

	6
	
	
	
	

	7
	
	
	
	

	8
	
	
	
	

	9
	
	
	
	

	10
	
	
	
	

	11
	
	
	
	

	12
	
	
	
	

	13
	
	
	
	

	14
	
	
	
	

	15
	
	
	
	

	16
	
	
	
	

	17
	
	
	
	

	18
	
	
	
	

	19
	
	
	
	

	20
	
	
	
	



■ 管理者確認・備考
	管理者確認
	　　　年　　月　　日　確認　　　　　（押印）

	備考
	


※ 本記録票は、実地指導・監査時の研修実施証明として保管してください。

